
　皆さま、こんにちは。
　前回のVol. 6（2019年４月号）では、勤務医の皆さまに関心
のある「医師偏在指標」と「医師の働き方改革」の概要につい
て説明させていただきましたが、今回は「第22回地域医療構想
に関するワーキンググループ（2019年６月21日開催）」での議
論内容について触れてみたいと思います。

　2015年３月に「地域医療構想策定ガイドライン」が国から提
示されてから４年半となります。病院管理者にしてみると、「耳
に胼胝（たこ）ができる」くらい聞かされている用語（地域医
療構想）ですが、現場にて活躍する勤務医の先生方には別世界のことのように聞こえるか
もしれません。団塊の世代が後期高齢者となる2025年以降、そして、全国ほとんどの地域
で高齢者さえも減少する2040年以降に向けて、病院を中心とする医療提供体制の再構築を
目指した国家施策ではあるものの、現場の実務者にしてみると、病床数が過剰であること
は理解できても、目の前の業務遂行が精一杯で「医師の働き方改革」がどうなるのかを含
め漠然とした思いが強いのではないでしょうか。
　多くの医療関係者は、病床数や病床機能の再編などは自然淘汰的に進むと考えているか
と思いますが、国（厚生労働省）の立場では「歩きながら考えましょう」とは言いづらく、
都道府県に対して様々な施策介入を行ってきています。実際、2019年度には、各都道府県
に対して「都道府県単位の地域医療構想会議の設置」、「都道府県主催の研修会の実施」、「地
域医療構想アドバイザーの活用」、「地域の実情に応じた定量的な基準の導入」を指示しま
した。私自身、静岡県医師会の勤務医代表理事として、先に述べた「地域医療構想アドバ
イザー」に指名いただくとともに、「静岡県方式」とされる定量的基準の作成に関わらせ
ていただきました。静岡県方式の概要については、現在、冊子化され県内の各医療機関に
送付されているかと思いますが、決して強制的な作業指標ではなく、各病院が自分達で判
断して動ける支援材料の一つと思っていただければ幸いです。
　さて、地域医療構想に関しては、2019年に入ってからも、その実現に向けた検討・施策
が積極的に進められています。ここ最近の傾向としては、構想区域（二次医療圏）単位で
の医療機関の再編統合に関して、地域の公立・公的医療機関等を対象とした積極的介入が
進められつつあります。
　以下に、その詳細を説明させていただきます。なお、各病院の各種データ等は、厚生労
働省のウェブサイトに公開されているものをそのまま掲載してあることをお断りしておき
ます。
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［基本的な方向性］
　2018年度の病床機能報告データを主たる材料に、全国の医療機関（病院が中心）の診療
実績データ等を分析し2019年年央までに国がその結果を報告（公開）することが予定され
ています。その際、「診療実績が少ない」または「診療実績が類似している」と判断され
た公立・公的医療機関等に対しては、構想区域の医療機関の診療実績や医療需要の動向等
を踏まえつつ、医師の働き方改革の方向性なども加味した上で、当該医療機関の他の医療
機関への統合や他の病院との再編統合について、地域医療構想会議で協議し改めて合意を
得るように要請するといった流れが予定されています。
　具体的には、「がん」や「脳卒中」、「心血管疾患」などの領域において、診療実績が特
に少ない（Ａ）か、先に述べた各領域において構想区域内に一定数以上の診療実績を有す
る医療機関が２つ以上あり、かつ、お互いの所在地が近接している（Ｂ）ことが診療実績
等から確認され、Ａ・Ｂのいずれかに相当する場合を「代替えの可能性がある」と定義づ
けるようです。そして、１つ以上の領域で「代替えの可能性がある」とされた医療機関を「他
の医療機関による役割の代替可能性がある公立・公的医療機関等」と位置付けるとともに、
その中でも大半の分析項目において「代替可能性がある」とされた医療機関を「再編統合
の必要性について特に議論が必要な公立・公的医療機関等」として国からの介入を行って
いく姿勢を表明しています。
　実際、静岡県に厚生労働省医政局のメンバーが乗り込んでくるのかは現状不明ですが、
改めて、自身の医療機関の立ち位置を分析して理解しておくことが大切です。なお、国が
当面の判断材料とする診療実績等のデータは現在一部公開されていますので以下に掲載し
ておきます。

［構想区域（二次医療圏）ごとの医療機関の公開診療実績等］
（赤字は、「非稼働病床を有する医療機関」、「新たな病床を整備する予定のある医療機関」、
「回復期・慢性期への機能転換を図る予定の医療機関（公立・公的病院等のみ）」です）

（賀茂構想区域）



（熱海伊東構想区域）

（駿東田方構想区域）



（富士構想区域）



（静岡構想区域）

 

（志太榛原構想区域）



（中東遠構想区域）



（西部構想区域）

［今後の方向性と静岡県医師会の対応策］
　厚生労働省による上記アプローチが現実的に動き出すのは今年度末のことかと思いま
す。静岡県医師会として、病院の存続維持に向けた支援は継続的に行っていきますが、各
病院の関係者にもお願いしたいことがいくつかあります。
　先ずは、国が、これからも「病床機能報告データ」を実行施策の根拠にしていくという
ことを再確認してください。DPCの提出データなどとは異なり、診療報酬への反映や罰
則等は現状ありませんが、各病院の担当事務部門（事務職員）は、提出データの精度向上
に是非とも努めてください。本来であれば、それは国ならびに県行政の仕事（責任）かと
考えるかもしれませんが、世の中それほど甘いものではありません。私は、機会を見て、
県内各地での地域医療構想調整会議などで明らかな誤りは指摘し修正していきますが、最
終的には自身の病院に責任があることは知っておくべきです。そのような意味でも、病院
事務職員のスキルアップが重要です。私が、県医師会ならびに個人（大学病院職員）で企
画している各種研修会などにも積極的に参加してみてください（下段の案内なども参考
に）。
　併せて、今後、静岡県医師会の勤務医支援体制を大いに強化していきますので、各病院
の管理責任者だけでなく、診療部長や診療科長等の県医師会への入会や各種委員会等への
参画などを通じてご協力をお願いしたいと考えています。現時点でも、「地域医療体制検
討委員会」や「勤務医委員会」のほか、「若手医師支援ワーキング」、「ワークライフバラ



＊お問い合わせ先：静岡県医師会地域医療部事務局
　電話： 054-204-3310　Email：drsupport@jim.shizuoka.med.or.jp

ンス支援ワーキング」などが動いており、「屋根瓦塾 in Shizuoka」という若手医師の支援
ならびに県内への医師定着事業が積極的に進められていることや、静岡県内への医師誘導
を目指す医師バンクシステムの構築準備が行われていることなどは案外知られていません。
　医師会員以外の勤務医の先生方にも、その種の場での議論ができるチャンスは当然あり
ますが、医師会員向けに貴重な情報が集中する傾向は否めませんので、皆さま方からの積
極的なアプローチを期待しています。実際、私は静岡県医師会員となり30年近くになりま
すが、医師会に早くから入会して良かったと思うことは大事な情報が迅速に取得できるこ
とです。人より早く重要な情報を取得することが、人より先に行動を起こせることにつな
がります。日本医師会では臨床研修医の入会費無料を進めていますが、私は、社会に影響
力を及ぼす指導医クラスの先生方が医師会に参画することが大切だと考えています。
　そのあたりの詳細につきましては、下記事務局にもお問い合わせください。

（静岡県医師会主催の「勤務医向け」研修会等の予定）
　・2019年７月14日㈰　第19回静岡県の医療クラークを育てる会（アクトシティ浜松）
　・2019年７月29日㈪　医師の働き方改革に関する意見交換会（ホテルセンチュリー静岡）
　・2019年８月25日㈰　日医 地域包括診療加算・地域包括診療料かかりつけ医研修会
� （日本医師会館及び静岡市レイアップ御幸町ビル）
　・2019年９月15日㈰　第１回「屋根瓦塾 in Shizuoka 2019」（聖隷浜松病院）
　・2019年９月28日㈯～29日㈰　メディメッセージ2019（ツインメッセ静岡）
� ＊実行委員会として参画
　・2019年10月12日㈯　地域保健医療研修会「外国人医療対応」（ホテルアソシア静岡）
　・2019年10月14日（祝・月）　日医かかりつけ医機能研修制度第２回応用研修会
� （プラサヴェルデ）
　・2019年10月20日㈰　第20回静岡県の医療クラークを育てる会
� （JR静岡駅ビル パルシェ）
　・2019年11月17日㈰　第２回「屋根瓦塾 in Shizuoka 2019」 （伊東市民病院）
　・2019年11月17日㈰　日医 地域包括診療加算・地域包括診療料かかりつけ医研修会
� （レイアップ御幸町ビル）
　・2019年12月１日㈰　日医かかりつけ医機能研修制度第３回応用研修会
� （浜松市医師会館）
　・2019年12月14日㈯　キャリア支援シンポジウム（静岡県立総合病院）
　・2019年12月22日㈰　第21回静岡県の医療クラークを育てる会（プラサヴェルデ）

＊とりあえず、年内の予定のみ。開会時間等、プログラムの詳細や参加申し込み方法等は
下記事務局までお問い合わせください。

（文責：静岡県医師会理事・勤務医委員会委員　小林利彦）
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